
日本の「知」を考えるシンポジウム2013

主催：科学研究費補助金 基盤研究（C）｢日本に関する知のフローを追う｣課題番号23531110 （研究代表：岡田昭人）

共催：東京外国語大学国際日本研究センター

日時：2013年12月27日（金）10:00-17:00
場所：東京外国語大学 アゴラグローバルプロメテウスホール

「グローバル化時代における「日本」の知を考える：
社会学・人類学・日本研究からの視座」

【参加費無料 事前申込不要 】

お問い合わせ：科研費基盤（C）『「日本」に関する「知」のフローを追う』

japan.tufs2013@gmail.com （堀口・井本）

http://www.tufs.ac.jp/

◆JR中央線:「武蔵境」駅のりかえ 西武多摩川線「多磨」 駅下車
徒歩5分

◆京王電鉄:「飛田給」駅北口より 多磨駅行き京王バスにて約10分
「東京外国語大学前」下車

＜会場アクセス＞

科学研究費シンポジウム

【大会スケジュール】

第1部（10：00‐12:30）
｢グローバル化時代における『日本』の社会科学的知の構築とその流通｣

司会:グレゴリー・プール（同志社大学 The Institute for the Liberal Arts 所長）
岡田昭人・堀口佐知子 （東京外国語大学）
井本由紀 （慶應義塾大学）
谷口龍子（東京外国語大学国際日本研究センター）
Eyal Ben‐Ari (Kinneret College on the Sea of Galilee)
ディスカッサント：高山敬太 (University of New England)

第2部（13:30‐14:30）：講演
「教育知、研究知のローカリゼーションと日本の大学」

苅谷剛彦（University of Oxford）

第3部(15:00‐16:30)：ラウンドテーブル：グローバル化時代の「日本」の知

司会：市瀬博基（東京外国語大学）
パネリスト：山下晋司（帝京平成大学）・苅谷剛彦・ましこ・ひでのり（中京大学）・高山敬太

16:30‐17:00 まとめ

※17:30‐19:30 情報交換会 （大学会館１階円形食堂ホールにて 参加費：有。当日支払）


